
個
人
質
問

令
和
５
年
度
予
算
に
つ
い
て

問»›

本
市
の
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
、

令
和
５
年
度
当
初
予
算
案
の
概
要
に
よ
る
と
、

令
和
４
年
度
末
の
残
高
見
込
み
が
約
5₈
億
円
で

あ
り
、他
自
治
体
と
比
べ
て
も
多
い
額
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
他
特
定
目
的
基
金
を
見
て
も
、

比
較
的
多
く
の
基
金
残
高
が
あ
り
ま
す
が
、今

後
の
見
通
し
を
含
め
た
、本
市
の
財
政
状
況
に

つ
い
て
、市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答»›

財
政
課
長

令
和
５
年
度
当
初
予

算
で
は
、
電
力
・
ガ
ス
等
の
価
格
高
騰
に
伴
う

公
共
施
設
等
の
光
熱
水
費
の
増
加
や
、
令
和
３

年
度
に
借
入
れ
を
し
た
松
尾
小
学
校
新
校
舎

整
備
の
起
債
に
係
る
公
債
費
の
増
加
等
に
よ

り
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
額
を
11
億
７
０
０
０

万
円︵
前
年
度
比
１
億
７
０
０
０
万
円
増
︶と

予
定
し
ま
し
た
。

公
債
費
は
、
令
和
４
年
度
に
松
尾
小
学
校
新

校
舎
整
備
に
係
る
市
債
の
借
入
れ
と
し
て
11

億
６
２
２
０
万
円
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
令
和
４
年
度
末
の
市
債
残
高
見
込
み

は
２
２
６
億
３
９
７
３
万
円︵
前
年
度
比
11
億

１
３
３
９
万
円
増
︶と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
償
還
額
は
、
令
和
４
年
度
は
約
23
億

７
０
０
０
万
円
で
す
が
、
令
和
５
年
度
か
ら
工

事
が
開
始
さ
れ
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設

整
備
等
に
係
る
借
入
れ
に
よ
り
増
加
し
、
令
和

６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
は
約
28
億
円
と
な

り
、
償
還
の
ピ
ー
ク
と
な
る
見
込
み
で
す
。

財
政
調
整
基
金
は
、
令
和
４
年
度
末
の
残
高

を
58
億
３
５
２
５
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す

が
、
当
初
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
毎
年
10
億

円
程
度
を
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
、
歳
入
歳
出
の

均
衡
が
図
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
財
政

推
計
で
は
、
令
和
12
年
度
末
の
残
高
を
約
21
億

円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
特
定
目
的
基
金
は
、
減
債
基

金
で
は
、
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
建
替
整
備
に

係
る
市
の
負
担
増
を
見
込
み
、
今
定
例
会
提
出

の
一
般
会
計
補
正
予
算
に
お
い
て
、
３
億
円
の

積
み
立
て
を
予
定
し
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
繰

入
れ
に
備
え
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
の
目

的
に
必
要
と
な
る
額
が
不
足
し
な
い
よ
う
、
計

画
的
な
基
金
の
活
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

問»›

本
市
の
過
去
10
年
間
の
決
算
状
況
を

み
る
と
、
10
億
円
以
上
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。財
政
調
整
基
金
と
そ
の
他
特
定
目
的

基
金
の
合
計
額
は
、平
成
29
年
度
決
算
時
と
令

和
３
年
度
決
算
時
を
比
較
す
る
と
、
約
８
億
円

増
え
て
い
ま
す
。数
年
前
か
ら
市
の
財
政
状
況

は
厳
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
よ
う

な
基
金
の
状
況
を
踏
ま
え
、現
在
の
コ
ロ
ナ
禍

や
物
価
高
騰
、年
金
引
下
げ
や
医
療
費
引
上
げ

な
ど
で
苦
し
ん
で
い
る
市
民
の
た
め
に
、予
算

を
増
額
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、市
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

答»›

市
長

現
在
の
本
市
の
財
政
状
況

は
、
財
政
調
整
基
金
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
基

金
に
つ
い
て
も
保
有
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、

今
後
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
さ
ん
む
医
療
セ

ン
タ
ー
の
建
替
整
備
に
係
る
負
担
も
増
加
し

て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
考
慮
す
る

と
、
計
画
的
な
基
金
の
運
用
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
主
要
財
源
で
あ
る
普
通
交
付
税
も
数

年
後
に
は
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
の
で
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

令
和
５
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る﹁
第
３
次

総
合
計
画
﹂に
掲
げ
る
重
点
施
策
を
推
進
す
る

た
め
、
必
要
な
財
源
を
確
保
し
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
最
大
限
の
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
独
自
の
子
育
て
支
援
策
に

つ
い
て

問»›
幼
児
教
育
・
保
育
へ
の
支
援
と
す
る

現
在
の
無
償
化
対
策
は
、
３
歳
児
か
ら
５
歳
児

お
よ
び
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
ゼ
ロ
歳
児
か
ら

２
歳
児
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
の
支

援
拡
充
に
つ
い
て
、市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答»›

保
健
福
祉
部
長

幼
稚
園
・
こ
ど
も

園
等
に
在
籍
す
る
３
歳
児
以
上
の
無
償
化
や
、

就
学
前
の
兄
弟
が
い
る
２
歳
児
以
下
の
保
育
料

軽
減
は
す
で
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
制
度
で
は
、
就
学
前
の
兄
弟
の
う
ち

２
番
目
の
園
児
は
、
保
育
料
半
額
と
し
て
い
ま

す
が
、
１
番
目
の
児
童
が
小
学
生
に
な
る
と
、

こ
の
軽
減
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
独
自
の
子
育
て
支
援
策
と
し

て
、
新
た
に
令
和
５
年
度
か
ら
、
第
２
子
の
保

育
料
半
額
と
な
る
第
１
子
の
範
囲
を
18
歳
ま

で
引
き
上
げ
る
制
度
変
更
を
行
い
、
さ
ら
な
る

負
担
軽
減
を
図
る
予
定
で
す
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

問»›

平
成
29
年
度
に
文
部
科
学
省
が
実

施
し
た
調
査
で
は
、給
食
費
を
小
中
学
校
と
も

に
無
償
化
し
て
い
る
自
治
体
は
、
全
体
の
４
・

４
％
と
な
る
₇₆
自
治
体
で
、そ
の
う
ち
₇1
自
治

体
が
町
村
で
あ
り
、人
口
１
万
人
未
満
の
自
治

体
が
占
め
て
い
ま
し
た
。

本
市
で
も
検
討
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答»›

市
長

学
校
給
食
費
は
、
保
護
者
負

担
が
原
則
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
の
給
食
費

を
市
単
独
で
無
償
化
す
る
に
は
、
毎
年
、
多
額

の
財
源
を
継
続
し
て
確
保
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
財
政
状
況
も
鑑
み
、
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
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